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研究成果の概要（和文）：本研究はアラブ地域で国境を越える教育的な連携がどの程度形成され、どのような機
能を備えているのかを明らかにすることを目的としている。結果としてこの地域における高等教育制度の展開状
況を広く明らかにするとともに、UAEにおける、他のアラブ諸国から進出した外国大学分校の特質として、地域
共通の言語的・文化的・社会的基盤により展開していることを考察した。また、エジプト高等教育質保証におけ
る国家機関の役割として、高等教育機関のガバナンスを強化する側面がみられること、またアラブ・オープン大
学が、分校が立地する国ぐにの高等教育制度と適合しながら展開し、緩やかな地域的なネットワークを構築して
いるという知見を得た。

研究成果の概要（英文）：This research aims at clarifying the development of the networks of 
education in the Arab region. As results, the developments of higher education systems in the region
 were overviewed, and some of the International Branch Campuses in UAE has been developed based on 
the language, cultural and social commonalities. In addition, the national organization for quality 
assurance of higher education in Egypt (NAQAAE) intends to strengthen the integration of higher 
education system in Egypt, and Arab Open University (the head office is located in Kuwait) has 
established the branch campuses in the Arab region (Saudi Arabia, Jordan and so on), and they are 
developed in accordance with the local education systems.

研究分野：比較教育学

キーワード： 外国大学分校　高等教育の質保証　トランスナショナル高等教育　地域化　アラブ　UAE

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、高等教育分野において国境を越える
高等教育（トランスナショナル高等教育）の
発展が急速に進行し、その形態の 1つとして
「外国大学分校」が挙げられる。特に、中東
湾岸地域に位置するアラブ首長国連邦（UAE）
では約 40 の分校が設置され、世界最大の外
国大学分校受入国となっており、隣国のカタ
ールにも約 10 の外国大学分校が進出してい
る。これらの国々では「国民マイノリティ国
家」として外国人が全人口の約 9割を占めて
おり、外国大学分校はこれらの外国人の子ど
もや留学生が多く就学することで発展して
きたとされる。 
一方で、アラブ首長国連邦やカタールを含
む中東地域は「アラブ」という特質でもくく
られる。アラブの範囲は、一般的に「アラビ
ア語を話す人々がマジョリティを占める地
域」として地理的に拡大され、東は UAE やカ
タールを含めたアラビア半島諸国から、西は
チュニジア・モロッコなどを含む北アフリカ
地域を指すとされる。また、このような言語
的共通性に絡み、イスラームという共通の思
想的基盤を備えている点で、東南アジアにお
けるASEAN やヨーロッパ諸国におけるEU 等
に比較して、地域社会統合的な基盤を備えて
いるとも言える。 
このように、言語的・宗教的・社会的共通
性によりアラブ域内における交流は比較的
容易であると考えられる一方、これまでの研
究では教育部門の地域的交流について体系
的に取りあげられてきたとは言いがたく、本
研究を企画するに至った。 
 
２．研究の目的 
上記の背景から、本研究では以下の点に着
目して研究を進めた。 
 
①アラブ地域における政治・経済・社会的地
域統合の展開状況の把握 
アラブ地域の教育ネットワーク・地域的連
携の様相を明らかにするための土台として、
その背景になっていると考えられるアラブ
連盟や湾岸協力会議といった、政治・経済・
社会的地域連携の展開状況及び、それぞれの
枠組みにおける各国の役割・位置づけ等を把
握すること。 
 
②アラブ諸国における高等教育制度の展開
状況の検討 
近年発展の目覚ましいアラブ諸国におけ
る高等教育制度の整備状況について、各国の
高等教育関連法規を検討するとともに、エジ
プトに設置されている質保証機関である国
家高等教育質保証・適格認定機構（NAQAAE）
などの展開状況を明らかにすること。 
 
③アラブ地域における教育ネットワークの
目的及び機能に関する事例研究 
アラブ地域の高等教育機関のネットワー

クとしてアラブ・オープン大学等を事例に、
これらの組織的・機関的教育ネットワークの
歴史的展開や発展の原理、その役割や機能等
を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
 これらの目的を達成するために、主として
以下の 3点の方法で研究を実施した。 
 
①アラブ地域における政治・経済・社会的地
域統合の展開状況の把握 
アラブ地域における教育ネットワークの
展開状況を検討するための土台として、その
背後にあると考えられる政治・経済・社会的
地域統合の展開状況を概観しておくことは
必要であろう。各国の政治・経済・社会的位
置づけを、主として文献調査を通して概観し
た。 
 
②アラブ地域における高等教育制度の展開
状況の検討 
 アラブ諸国における教育ネットワークの
展開状況を明らかにするための基礎的作業
として、各国における高等教育制度に関する
資料（高等教育法・大学法など）を収集し、
それらの翻訳を通して各国高等教育制度の
整備状況を検討した。また、エジプトの高等
教育機関であるアズハル大学やアインシャ
ムス大学、高等教育省に訪問調査を実施し、
高等教育制度に関する資料を収集するとと
もに、インタビューを実施して当該国におけ
る高等教育制度の展開状況を検討した。 
 
③アラブ地域において展開するアラブ・オー
プン大学に関する文献調査及び現地訪問
調査の実施 
この地域における国境を越える高等教育
機関の展開については、アラブ・オープン大
学が設置されており、クウェイトにある本部
をはじめとしてバーレーン、エジプト、ヨル
ダンなど 7カ国で展開されている。こうした
アラブ域内における国境を越える高等教育
の展開を、その設置経緯や歴史的展開、運営
戦略、教育内容、質の保証といった側面から
検討するために、アラブ・オープン大学やク
ウェイト大学へ訪問調査を実施した。 
 
４．研究成果 
研究の 1 年目である 2016 年度には、主と
してエジプトやヨルダン、サウジアラビア、
パレスチナなどのアラブ地域の国々の高等
教育部門に焦点を当て、これらの国々におい
てどのような高等教育の制度的枠組みが形
成されているのかを、各国の高等教育法を分
析することを通して検討した。また、アラブ
首長国連邦の外国大学分校に焦点を当て、レ
バノンやモロッコといったアラブ地域から
進出している分校が、ほかの国々から進出し
てきた外国大学分校とはどのような異なる
特質をもっているのかを明らかにした。 



これらの研究成果の公表は、『アジアの「体
制移行国」における高等教育制度の変容に関
する比較研究』の中で、「［資料］高等教育委
員会と大学に関する法令及び規則（サウジア
ラビア大学法）」、「［資料］ヨルダン大学法（ヨ
ルダン・ハシミテ王国大学法）」、「［資料］高
等教育に関する 1998 年法令（パレスチナ大
学法）」などを刊行することを通して行われ
た。また、論文「アラブ首長国連邦における
国民と外国大学分校―教育ハブの中の「アラ
ブ基盤型」発展論理―」は日本比較教育学会
の機関紙である『比較教育学研究』に研究論
文として掲載された。 
 以上の研究では、中東アラブ地域における
高等教育の展開状況を広く明らかにすると
ともに、アラブ首長国連邦における、他のア
ラブ諸国から進出した外国大学分校の特質
として、欧米諸国等からの外国大学分校とは
異なり、アラブ地域共通の言語的・文化的・
社会的基盤によって展開していることを明
らかにした点から、アラブ地域の緩やかな教
育的連携の紐帯を指摘した点に意義がある。 
 研究の 2 年目である 2017 年度には、主と
してエジプトの高等教育質保証において国
家が果たす役割に焦点を当て、文献資料を渉
猟するとともに、アズハル大学およびアイン
シャムス大学において現地調査を実施し、大
学教員や質保証関係者に対してインタビュ
ー調査を行った。同時に、アラブ地域の高等
教育機関のネットワーク化の事例として、ク
ウェイトに本部を構えるアラブ・オープン大
学を訪問し、アラブ地域において国境を越え
て展開する高等教育機関の組織構造や教育
内容についてインタビュー調査を実施した。 
これらの研究成果は、日本比較教育学会第
53 回大会における口頭発表「エジプト高等教
育質保証における国家教育質保証・適格認定
機構（NAQAAE）の役割・機能と課題」として
報告した。また、アラブ・オープン大学に関
する調査については、研究年度内に成果とし
て公表することが困難であったため、次年度
に『大阪大谷大学紀要』等における論文およ
び学会発表等の形で公表する予定である。そ
の他、アラブ地域の高等教育国際化について、
日本学生支援機構の機関紙である『留学交
流』において「アラブ諸国における高等教育
国際化―UAE、カタール、エジプトを事例と
して―」の中で最新の状況を紹介した。 
以上の研究では、エジプトにおける高等教
育質保証における国家の役割として、高等教
育機関のガバナンスを強化しようとする側
面がみられること、また、アラブ・オープン
大学が、ブランチが立地する国ぐにの高等教
育制度と適合しながら展開することによっ
て、緩やかな地域的な高等教育ネットワーク
を構築しているという知見を得た。 
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